






































































利法人制度の現状と課題」『非営利法人研究学会誌』第 16 巻，2014 年 8 月，24 ページ）と述べられる。
（3） 吉田正人「社会福祉法人会計システムの一元化からみた非営利法人会計の展望」『実践経営』第 50 号，2013 年，
148－151 ページ。
―54―




































































ら支出を控除した額を事業活動収支差額とする（会計基準省令第 16 条第 1項）。施設整備
等は，固定資産の取得に係る収入，施設整備等補助金収入，施設整備等寄附金収入，設備
資金借入金収入，設備資金借入金元金償還支出その他施設整備等に係る収入・支出を記載
し，施設整備等資金収支差額として記載する（会計基準省令第 16 条第 2項）。その他の活
動は，長期運営資金の借入れおよび返済，積立資産の積立ておよび取崩し，投資有価証券
の購入および売却等資金の運用に係る収入・支出等を記載し，その他の活動資金収支差額




（7） 詳しくは，吉田正人「社会福祉法人新会計基準の特性と今後の方向性」『千葉商大論叢』第 49 巻第 2号，
2012 年 3 月，166－171 ページを参照されたい。
―56―
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同様，事業活動計算書もその計算をするにあたって，事業区分，拠点区分またはサービス
区分ごとに，複数の区分ごとに共通する収益・費用を合理的な基準に基づき配分する（会











































































































































2項，第 22 条第 4項）。当期活動増減差額は，経常増減差額に特別増減差額を加減した額
であり，繰越活動増減差額の部は，前期繰越活動増減差額，基本金取崩額，その他の積立
金積立額およびその他の積立金取崩額を記載し，当期活動増減差額にこれらの額を加減し















































































第 19 巻，2017 年 7 月，3－5ページ。
―60―




















借方科目 金　額 貸方科目 金　額
（1）a 支 払 資 金 1,000,000 施設整備等補助金収入 1,000,000
（1）b 現 金 預 金 1,000,000 施設整備等補助金収益 1,000,000
（2）a 給 食 費 支 出 50,000 支 払 資 金 50,000
（2）b 給 食 費 50,000 現 金 預 金 50,000
（3）a 車両運搬具取得支出 5,000,000 支 払 資 金 5,000,000
（3）b 車 両 運 搬 具 5,000,000 現 金 預 金 5,000,000
（4）a 支 払 資 金 1,000,000 設備資金借入金収入 1,000,000
（4）b 現 金 預 金 1,000,000 設 備 資 金 借 入 金 1,000,000
（5）a 仕 訳 な し
（5）b 徴収不能引当金繰入 50,000 徴 収 不 能 引 当 金 50,000
（6）a 仕 訳 な し
（6）b 減 価 償 却 費 200,000 建物減価償却累計額 200,000
（7）a 仕 訳 な し
























































































境整備に言及して―」『千葉商大論叢』第 55 巻第 1号，2017 年 9 月，205 ページ。
―64―
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